
高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
運動の表し方についての観察，実験などを通し
て，物理量の測定と扱い方，運動の表し方，直
線運動の加速度について理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
運動の表し方について，問題を見いだし見通し
をもって観察，実験などを行い，科学的に考察
し表現しているなど，科学的に探究している。
【態度】
運動の表し方に関する事物・現象に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

【知識・技能】
さまざまな力とそのはたらきについての観察，
実験などを通して，さまざまな力，力のつり合
い，運動の法則，物体の落下運動について理解
しているとともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
さまざまな力とそのはたらきについて，問題を
見いだし見通しをもって観察，実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学的
に探究している。
【態度】
さまざまな力とそのはたらきに関する事物・現
象に主体的に関わり，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究しようとして
いる。
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定期考査 〇 〇 1

⑦作用・反作用の法則
⑧摩擦力
⑨運動方程式の利用(1)
⑩運動方程式の利用(2)

【知技】
・作用・反作用の法則について理解している。
・物体にはたらく力と物体の運動について，力のつり合いの
式や運動方程式を用いて正しく表現することができる。
【思考】
・物体が空気中を落下する際に関係しそうな物理量を自分な
りに考えたり，簡単な実験を通して科学的に表現したりして
いる。
【態度】
・動摩擦力と関係しそうな物理量を自分なりに予想し，その
物理量と動摩擦力との関係を調べたり考えたりしようとして
いる。

○ ○ ○

２
学
期

【知識・技能】
力学的エネルギーについての観察，実験などを
通して，運動エネルギーと位置エネルギー，力
学的エネルギーの保存について理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
熱についての観察，実験などを通して，熱と温
度，熱の利用について理解しているとともに，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
力学的エネルギーについて，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを行い，科学的に
考察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
熱について，問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【態度】

力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的
に関わり，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。
熱に関する事物・現象に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

第Ⅱ章　エネルギー
第1節　仕事と力学的エネルギー
① 力がする仕事
② 仕事と仕事率
③ 運動エネルギー
④ 位置エネルギー
⑤ 力学的エネルギー保存の法則
⑥ いろいろな運動と力学的エネルギー
第2節　熱とエネルギー
① 温度と熱運動
② 熱と熱平衡
③ 熱と仕事
④ エネルギーの変換と保存

【知技】
・仕事とエネルギーの関係，仕事の原理について理解してい
る。
・力の向きと仕事の関係について理解している。また，仕事
率について理解している。
運動エネルギーについて理解し，定量的に表すことができ
る。また，仕事と運動エネルギーの関係について理解してい
る。
・重力による位置エネルギーと弾性力による位置エネルギー
について理解し，定量的に表すことができる。
熱がエネルギーであることを理解し，物質の三態と潜熱につ
いて理解している。
・高温の物体が失った熱量と低温の物体が受け取った熱量と
の関係（熱量の保存）について理解している。
・熱効率と可逆変化，不可逆変化について理解し，熱効率が
１以上の熱機関が存在しないことを理解している。
【思考】
・運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変化する運動に
ついて，それらの関係がどうなっているかを調べるために実
験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考察し，表現
している。

・物質の種類によって温度変化に必要な熱量が異なるか調べ
るために実験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考
察し，表現している。
【態度】
・仕事やかかった時間をもとに，仕事の効率のよさについて
考察し，表現しようとしている。
・運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変化する運動に
ついて，それらの関係がどうなっているかを調べるために実
験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考察し，他人
の実験結果や考察と比較しながら議論して深く考えようとし
ている。
・物質の種類によって温度変化に必要な熱量が異なるか調べ
るために実験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考
察し，他人の実験結果や考察と比較しながら議論して深く考
えようとしている。

○ ○ ○

⑥重力加速度と自由落下
⑦鉛直投げおろし・鉛直投げ上げ
⑧水平投射・斜方投射

【知識・技能】
・自由落下運動がどのような運動か理解し，その加速度につ
いて理解している。
【思考】
・等加速度直線運動の式から，投げ下ろした物体や投げ上げ
た物体の運動のようすを表す式の導き方を理解し，表現して
いる。
【態度】
・自由落下運動する物体の加速度と質量の関係について，実
験を通して他人の実験結果と比較しながら調べようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

第1節　直線運動の世界
①速さ
②速度
③等速直線運動
④加速度
⑤等加速度直線運動

【知識・技能】
・運動している物体のようすを表す物理量のうち，
時刻や変位，速さについて理解している。
・等速直線運動のv-tグラフ，x-tグラフの特徴を理
解している。
・等加速度直線運動について，運動の特徴やグラフ
で表したときの特徴を理解している。
・等加速度直線運動の式の意味を理解し，正しく使
えている。
【思考】
・得られた実験結果をどのように表現，分析すれば
よいかを科学的に考察している。
・等加速度直線運動のグラフから，式の導き方を理
解し，表現している。
【態度】
・既習事項を踏まえ，斜面を下る物体の速度の変化
を調べるための方法や分析のしかたを自分なりに考
え，その考えに基づいて実験を実施している。

○ ○ ○ 4

第2節　力と運動の法則
① 力と質量
② いろいろな力
③ 力の合成･分解と力のつりあい
④ 慣性の法則
⑤ 力と質量と加速度の関係
⑥ 運動の法則

【知技】
・力の合成と分解について，作図を通して理解して
いる。
・力のつり合いをもとに，抗力や弾性力の向きや大
きさ，フックの法則について理解している。
・力がはたらかないか，つり合っているときの物体
の運動の様子や，慣性の法則について理解してい
る。
【思考】
・力のつり合いの学習をもとに，重力とつり合って
いる力の存在を推察している。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物体の
質量についての関係を定量的に調べるためにどのよ
うな実験を行えばよいか考え，得られた実験結果を
科学的に分析，考察し，表現している。
【態度】
・身のまわりのさまざまな物体にはたらく力につい
て主体的に考え，その性質や共通点などについて考
えようとしている。
・物体にはたらく力，物体に生じる加速度，物体の
質量についての関係を定量的に調べるためにどのよ
うな実験を行えばよいか自分なりに考え，その考え
に基づいて実験を実施している。また，得られた実
験結果を科学的に分析，考察し，他人の実験結果や
考察と比較しながら議論して深く考えようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考
え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行
うことなどを通通して，物理的な事物・現象を
科学的に探究するために必要な資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関関する技能を身に付けるようにする。
観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

観察や実験を通じて、人間生活と関連づけて科学的に探究する力を養う。

自ら学ぶ意欲を高め、基本的な科学的素養を養い、自然や科学技術への関心を広げる。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　新編物理基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 日常生活と社会に関わりの深い自然の事物・現象や科学技術において基本的な知識や技能を定着させる。

理科 物理基礎 2

理科 物理基礎



３
学
期

３章　電気
①動かない電気、動く電気
②電流と電気抵抗
③直列接続と並列接続
④電力と電力量
⑤電流がつくる磁場

【知技】
・オームの法則について理解している。
・２つの抵抗を直列接続，もしくは並列接続したときの合成
抵抗について理解している。
【思考】
・抵抗の形状と抵抗値の大きさにどのような関係があるか仮
説を立て，それを調べるために実験を行い，得られた実験結
果を科学的に分析，考察し，表現している。
【態度】
・同じ物質からなる物体の長さや断面積と抵抗値の大きさに
どのような関係があるか調べるために実験を行い，得られた
実験結果を科学的に分析，考察し，他人の実験結果や考察と
比較しながら議論して深く考えようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査 〇 〇

定期考査 〇 〇
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⑥発電所のしくみ
⑦直流と交流
⑧電磁波

【知技】
・電磁誘導の法則を理解している。また，発電所では，発電
機を回転させることで発電を行っていることを理解してい
る。

○

【知識・技能】
電気についての観察，実験などを通して，物質
と電気抵抗，電気の利用について理解している
とともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
電気について，問題を見いだし見通しをもって
観察，実験などを行い，科学的に考察し表現し
ているなど，科学的に探究している。
【態度】
電気に関する事物・現象に主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。
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【知識・技能】
波ついての観察，実験などを通して，波の性
質，音と振動について理解しているとともに，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
波について，問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【態度】
波に関する事物・現象に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

２
学
期

【知識・技能】
力学的エネルギーについての観察，実験などを
通して，運動エネルギーと位置エネルギー，力
学的エネルギーの保存について理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
熱についての観察，実験などを通して，熱と温
度，熱の利用について理解しているとともに，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
力学的エネルギーについて，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを行い，科学的に
考察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
熱について，問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，科学的に考察し表現して
いるなど，科学的に探究している。
【態度】

力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的
に関わり，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。
熱に関する事物・現象に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

第Ⅱ章　エネルギー
第1節　仕事と力学的エネルギー
① 力がする仕事
② 仕事と仕事率
③ 運動エネルギー
④ 位置エネルギー
⑤ 力学的エネルギー保存の法則
⑥ いろいろな運動と力学的エネルギー
第2節　熱とエネルギー
① 温度と熱運動
② 熱と熱平衡
③ 熱と仕事
④ エネルギーの変換と保存

【知技】
・仕事とエネルギーの関係，仕事の原理について理解してい
る。
・力の向きと仕事の関係について理解している。また，仕事
率について理解している。
運動エネルギーについて理解し，定量的に表すことができ
る。また，仕事と運動エネルギーの関係について理解してい
る。
・重力による位置エネルギーと弾性力による位置エネルギー
について理解し，定量的に表すことができる。
熱がエネルギーであることを理解し，物質の三態と潜熱につ
いて理解している。
・高温の物体が失った熱量と低温の物体が受け取った熱量と
の関係（熱量の保存）について理解している。
・熱効率と可逆変化，不可逆変化について理解し，熱効率が
１以上の熱機関が存在しないことを理解している。
【思考】
・運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変化する運動に
ついて，それらの関係がどうなっているかを調べるために実
験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考察し，表現
している。

・物質の種類によって温度変化に必要な熱量が異なるか調べ
るために実験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考
察し，表現している。
【態度】
・仕事やかかった時間をもとに，仕事の効率のよさについて
考察し，表現しようとしている。
・運動エネルギーと位置エネルギーが同時に変化する運動に
ついて，それらの関係がどうなっているかを調べるために実
験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考察し，他人
の実験結果や考察と比較しながら議論して深く考えようとし
ている。
・物質の種類によって温度変化に必要な熱量が異なるか調べ
るために実験を行い，得られた実験結果を科学的に分析，考
察し，他人の実験結果や考察と比較しながら議論して深く考
えようとしている。

○ ○ ○

2章
①いろいろな波
②波の伝わり方
③波を表す
④波の重ね合わせ
⑤定常波
⑥波の反射
⑦音の反射
⑧音の伝わり方
⑨振動する弦
⑩振動する気柱

【知技】
・波は振動であることを理解し，波源や媒質について理解してい
る。また，直線状に伝わる波の波形について理解している。
・波形をy－xグラフで表すことができ，ｙ－ｔグラフとの関係を理
解し，y-xグラフとy-tグラフを書き分けることができる。また，波
の速さ，周期，振動数，波長の関係を理解している。
・定在波がどのようなときに見られるか，また，定在波の特徴につ
いて理解している。
・弦の固有振動数，倍振動について，弦のようすと合わせて理解し
ている。
【思考】
・波が重なって定在波ができるようすを，作図を通して表現してい
る。
・固有振動の特徴を調べるために実験を行い，得られた実験結果を
科学的に分析，考察し，表現している。
【態度】
・人がつくるウェーブや，リボンを付けたつる巻ばねがつくる波に
ついて，異なる点や気付いたことを考えたり表現しようとしたりし
ている。

○ ○ ○

1
合計 70

3


